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前 に述 べ ました3つ のエ ラー は,計 算 して い くうちに,そ れ ぞれ のエ ラー となる よ うな大 きな値 や

0に なって しまった ために 起 こ るこ ともあ りますが,値 を定義 してい なか った ため にエ ラー一をひ きお

こ した場 合が 少 な くあ りませ ん.

また,計 算結 果 が 自分が 期待 して い た もの と違 うことがあ ります が,こ れ も,エ ラー メッセー ジは

出て いな くて も,値 の未 定義 な変 数 が あった り,実 引数 と仮引 数 の型の 対応 に誤 りが あっ た りす るの

が主 な原 因 です.

値 の未 定義 な変 数 の使 用 は,最 も重大 な誤 りのひ とつ ですが,一 番見つ け に くいエ ラー で もあり ます.

これ には次 の2つ が考 え られ ます.

三.値 を代 入 したつ も りだっ たが,実 は忘 れ てい た.

2.パ ンチ ミスの ため に 自分が 知 らな い名前 が使 われ てい た.

まず,1の 場合 で すが,こ れは 自分が忘 れ てい るの ですか らど うしよ う もあ りませ ん.じ っ く0落

ち着 いで もう一度 プロ グラム を見 なお して い くか,他 の 人 に一 緒 に見 て も らうの もよいで しょ う.

2の 場 合,FORTRANコ ンパ イル 時 の マ ップ を見 る こ とに よ っ て 見 つ け る こ とが で き ま す.

FORTRANコ ンパ イル時 のマ ップ を見 ると*NAMES*の 項 が あ ります 。こ こに,そ の プロ グラム

単位 内で使 われ てい る全 ての変 数 に関 して,変 数名,型,番 地割 付 け位 置 また配列 の場 合 はその大 き

さな どの情 報が 出力 され ます ので その名 前 を見て い き 自分が 全然覚 えのな い変数 名が あ った ら,お か

しいな とい うこ とに な るで しょ う.

(FORTRANマ ップの 見方 は 「利用 の手 引 ・基本 編」 を参考 に して くだ さい)

プ ロ グ ラ ム 相 談 員 募 集

現在 当セ ンター では,利用 者相 互 の プロ グラム技術 の レベ ルア ップや 計算機 の効率 よい利 用方法 の

研 究 な どを 目的 と して,利 用者 の方 々の ご協 力の もとに,毎 日午前 と午 後 それ ぞれ2時 間 ずつ プロ グ

ラム相 談 を行 なって い ます.

つ きま して は,下 記の よ うに昭和48年4月 か らの プロ グラム相 談員 を募集 いた します.

プロ グラム相談 員 は高度 な技術 を持 っていて それ を教 え るので は な く,質 問者 と共 に考 え,調 べ,

テ ス トをす る人なの です.従 って,ま だは じめ たばか りで これか らプロ グラ ミン グの手 法 を覚 え よ う

と思 われ てい る方 で も,経 験者 とペ ア にな って相談 に あた る こ とに よ 蓼)いろい ろ勉 強 で きる と思 い ま

すの で,プ ログ ラ ミング知識 の深浅 を問 わ ずた くさん の方 の参加 をお願 いいた します.

任 期:昭 和48年4月 か ら昭 和49年3月 まで1年 間(変 更 も可 〉

募 集 人 員:最 低17名

担 当 時 間:週2時 間

特 典:1.マ ニ ュアル,資 料 の配 布3.相 談員研 修 会へ の参加

2.指 導用 計算 時 間(年 間120分>4.相 談 貝研 究連 絡会 への参 加

申 し込み 先:共 同利用掛(TEL九 大 内線2256)


